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Ｉ　問題の所在
我が国の中学校社会科では
，チベットに始まる
中国国内の抵抗運動をどのように位置づけ
，扱う
のが正当だろうか
。おそらくは「公民的分野」の
枠内で
，人権・平和の問題の１つとして扱うのが
一般的な落とし所だろう。もちろん「地理的分野」
でニュ
スー紹介的に扱うことは考えられるが，と
うてい共産党支配や人権保障の制度
，国民統合の
仕組みまでは深く立ち入れない
。もしそのような
制度的
・構造的な背景を追求したければ，高校の
公民科，とくに「政治経済」にお任せ！となるの
ではないか。
では高校の「政治経済
」で中国の統治機構を十
分な時間を割いて指導できるかと言えば
，そうも
いかない
。日本の議会・内閣制度を教えるのが優
先で
，政治制度を国際比較しているほどの余裕は
ない
。子どもに予備知識を尋ねてみても，中学校
の地理的分野で中国について学んだ記憶はあって
も
，習ったのは厂人口が多い」「内陸に砂漠が
広がる
」「いろいろな作物をつくっている農業と
急激な工業の成長」ぐらいという。明らかに政治
理解の基礎が欠落している
。結局，カリキュラム
上での位置づけは諦め
，毎時の時事講話か，投げ
込み授業でお茶を濁すしかない
…。
上のシミュレ
シーョンが示す我が国の社会系教
科目の課題とは
，市民性育成の場の「たらい回し」
と「後回し
」である。せっかく教師が社会的な課
題を追求し
，また子どもの知的好奇心に応えよう
としても，それを拒むカリキュラム上の制約があ
るＯ我が国の中等社会科は
，地理・歴史・公民そ
れぞれの領域の体系を重んじ
，内容の重複を避け
る傾向がみられる。平成20年の指導要領でも「各
分野の内容と範囲に十分配慮
」することが強調さ
れ
，課題追求の過程で学習が派生し厂学習内容が
高度」にならないように，分野を跨いだ領域侵犯
を強く戒めている1）
。授業の過程で知識が派生し，
学びが深まることにこそ教育の醍醐味があるとも
考えられるが
，基礎基本の定着が優先されので，
そのような扱いには縛りが掛かる
。
上のような教科構造において
，市民性の基礎と
なる政治的教養の育成が
，地理（や歴史）では
匚場違い
」と見なされ忌避されるのは，当然の帰
結だろう
。結果的にそれは，①公民領域へ「たら
い回し
」され，②さらにパイ型の配列が加わるこ
とで
，上の学年に匚後回し」される。しかし委託
先で当初の目標が間違いなく達成される保証もな
い
。ここに，教科課程における各領域の役割，と
りわけ独自路線を歩みやすい地理教育の役割が問
い直されなくてはならないワケかおる
。
地理教育の再構築に関しては
，山口らの小中高
12ヵ年を見通したカリキュラムプランが注目され
る‰本提案は，提案の具体性において高く評価
されてよい
。しかし，社会系教科目の全体構造に
地理をなぜ・どのように位置づけるかという思想
に欠いており
，結果的に従来の枠組みの中で地誌
を拡充させる方策を示すに留まっている
。
本稿では逆のアプローチを採りた。すなわち，
現行の教科構造を
一度棚上げする。我々の思考を
規定している前提条件を取り払い
，教科目編成の
おり方を原理的に捉え直した上で
，地理教育の位
置づけと改革のオルタナティブを提言しよう
。あ
わせて
，先の匚たらい回し」「後回し」の課題を
乗り越える方策を論じたい。
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パターンＡ：市民性育成の分業論(地理･歴史･公民の独立) パターンＢ：市民性育成の専業論(地理･歴史と公民の連携) パターンＣ：市民性育成の協働論(地理･歴史･公民の統合)
図１　地理・歴史・公民を基盤にした社会科のカリキュラム構造
ｎ　教科構造の関係構築の論理
はじめに，社会系教科目の構造を原理的に整理，
体系化する。
一般に教科構造の説明には，地理一歴史一公民
の３領域論が用いられる
。しかし，各領域の目的
と存立形態は
，我々がイメージするほどに単純で
はない
。３者の関係は，市民性の育成，すなわち，
現実社会を理解し
，そこへの関わり方を選択し実
際に参加してゆくための知識・能力の育成を，地
理
・歴史・公民の教授に，①従属させるか，②並
列させるか
，あるいは③優先させるかで，以下３
つの類型が設定できる（図１）３≒１　市民性育成の分業論
第１に
，各領域が固有の対象・目的を放棄する
ことなく保持しつつ
，市民性育成を分担しようと
する「分業論
」である。地理・歴史・公民は，そ
れぞれが相互に重ならない独自の目標
，内容，そ
して方法を有している
。それはカリキュラム編成
の基盤であって
，軽んじてはならない。しかし，
各領域が教育的意義を主張しようとすれば
，固有
性を損なわない限りで社会的な課題も扱わなけれ
ばならない
。地理であれば，正統な地誌と系統地
理に加えて,･空間や環境に係わる主題学習（立地・
空間行動
，持続可能な開発など）にも時間を割い
て
，自己の意思決定や社会への参画の機会を与え
る
。地理・歴史・公民は独立した地位をもてども，
たえず社会と子どもの接点を提供することで市民
性育成を担う核となりうるし
，１つの傘＝社会科
の下に結集できるとする立場である气２　市民性育成の専業論
第２に，市民性育成に直接係わる目的や内容を
(筆者作成)
独立領域として自立させ
，テコ入れをはかろうと
する市民科「専業論
」である。地理や歴史を市民
性育成のコアに位置づけることには抵抗も大きい
し
，限界もある。そこで意思決定や社会参加に求
められる知識と行動力は
，それに専門特化して養っ
たほうがよい
。例えば，ルールや法の意味，地方
自治
・国政の仕組みと参加の仕方，メディアの存
在意義と情報との接し方
，労働者・消費者の権利
については
，公民科を再編した「市民科」が担い
指導する
。地理・歴史科は，目標は維持しながら
も内容や方法を見直し
，市民科と緩やかに連携し
てゆくことで活性化をはかる
。地理であれば，空
間や環境に係わる見方は放棄しないまでも
，それ
を活用して市民科が扱うような課題（生活水準の
空間的格差や都市景観の維持など）を追求させて
こそ
，価値は高まるという立場である5）。
3　市民性育成の協働論
第３に
，市民性育成の目的に向かって，地理・
歴史
・公民が同じように貢献しようとする社会科
匚協働論
」である。個々人の意思決定や社会参加
に求められる知識と能力は
，本来において総合的
な性質を帯びている
。領域の固有性を尊重する余
り
，知識・能力を要素別に小分けして教えれば教
えるほど
，現実社会のリアルな理解に対応できな
くなる
。市民性育成の責任を中心的に担うのは，
社会を総合的に解明する社会科に他ならず
，内容
を領域別に分断してはならない
。ただし，目標に
コミットする限りにおいては多様な分かり方が認
められてよい
。例えば，厂民主化運動」の背景や
限界を
，地域事例の対比を通じて（地理），歴史
的な起源との対話を通じて（歴史），あるいは生
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活に密接した論争問題との対峙を通じて（公民）
，
追求させることには意味がある
。地理は，他の領
域と教科の目的や内容を共有するとき
，存在意義
を主張できるという立場である6）
。
世界各地に成立する社会系教科目の構造も
，上
のいずれかの類型の１事例として位置づけること
ができる
。序章で示した匚たらい回し・後回し」
の問題は
，第１の「市民性育成の分業論」に起因
するとみると納得いくだろう
。そこで次章では，
分業論の課題を乗り越えるオルタナティブとして
匚市民性育成の協働論
」に着目したい。そして，
本論にもとづく具体的な指導の姿を解明しよう。
Ⅲ　市民性育成の協働論の事例研究
１　全体計画一時間の展開・空間の広がりに応じ
た社会研究－（1）目標
本章では
，市民性育成の「協働論」に立脚した
社会科カリキュラムの典型例と見なされるオハイ
オ州のカリキュラム（以下「‾ＯＨＣ」と略する）
を取り上げる7）
。本カリキュラムの分析を通して，
社会の制度や課題を理解してゆく際の知的枠組み
となる一匚分業論」では公民科に全面委譲され，
厂専業論」では市民科に優先枠が与えられる一
厂政治的見方・考え方」が，地理・歴史・公民の
各領域を通じてどのように一体的に形成されてい
るかを明らかにしたい。
ＯＨＣは
，社会科の目標をＮＳＣＣの提唱するそ
れに準拠して
，以下のように述べる。
社会科とは
，相互依存的な世界に生きる文化的に多
様で民主的な社会の市民として公共益のために知的
かっ理性に決定できる能力形成を第一義的な目標
とする，市民性育成のための社会諸科学と人文学の
統合的な研究であるｏ。
さらに
，社会科指導の到達点となる意思決定・
社会参加の基礎として
，知識と批判的思考力を指
摘する
。とくに民主主義社会の形成者には批判的
な思考力が欠かせないとし
，それを中等段階の一
部の子どもにのみ指導するのでなく
，初等段階か
ら全ての子どもに育成するべきという。
社会科教育の主要目標は
，生徒の意思決定と能動的
な社会参加に必要とされる知識と技能を
，よく洗練
された総合体(well-rounded synthesis)として形成す
ることである‰
社会科カリキュラムは
，よき市民性に欠かせない重
要な思考技能を育成する媒体である
。知的技能と市
民的知識は分離不可能である
。民主主義社会の市民
になるとは
，批判的思考ができることを意味する。…
中略…教師は
，初等段階の早い時期から意義深く，
統合された
，興味深い社会研究の経験を与えること
で
，幼い子どもにも思考技能を育成できるlo）。
ＯＨＣは
，市民的行動と批判的思考に求められ
る知識と技能を
，①分離することなく一体的に，
また②高学年に後回しすることなく低学年から継
続的に，いわば横にも縱にも総合的に育てること
を目指してしている
。
（2）内容構成の原則
上の目標を実現するために, OHCの学習対象とその配列は，一貫した社会研究(Social
Studies)の論理でっくられている。
学年配列を表川こ示した
。子どもを取り巻く環
境を
，時空間的な広がりをもって理解させる起点
に位置づくのが,幼稚園である
。そして①初等→
②中等前期→③中等後期と学年が上がるにつれて，
扱う空間の尺度を広げ
，時間の幅のシフトさせな
がら
，子どもの社会認識を成長させている。
第１学年から第６学年までは
，学習対象の社会
を空間的に拡大させてゆく「地理」である。近隣
→共同体→郡市町→州→国家→国家群と，地域と
して広がりをもった範囲を設定し
，そこに生起す
る諸現象を総合的に研究させながら，社会を捉え
る視点をつくらせる。
第７学年から第10学年は
，学習対象の社会を時
間的にスライドさせる匚歴史」である。中等前期
になると
，子どもの視野は既に世界にまで広がっ
ている
。そこで世界的な広がりをもって過去の諸
事象を取り上げ
，それを市民革命期で区分して
（古代史～近代，近代～現代）提示する。また世
界史に並行する形で
，世界史のなかの自国史を特
設し
，南北戦争を境とする前後の時代（植民期～
建国期
，建国期から現代）を捉えさせている。
第11学年と第12学年は
，世界史のなかの自国史，
自国史のなかでも現代史に注目させる匚公民」で
ある
。市民社会ならびにアメリカ建国の理念は，
今なお実現されていない未完の歴史のなかにある
。
子どもには，現代史に表出してくる矛盾や歪み，
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苦 難が 象徴 的に現 れる政策 課題 ・時事 問題を 提示
し， これか らの社会 のあ り方， 個人 の生 き方 を研
究 させ てい るII）。
上 の ような各 学年 によ って時空 間的広 がりを 異
にする諸 現象を対 象化 し，捉 え る枠 組 みと して設
定さ れて いる のが， ７つ のス タンダ ード（歴史，
社会 のな かの人 間， 地 理，政治 ，経 済， 市民 の権
利 と責 任， 社会研 究 の技能 と方 法） であ る。 概 要
を表 ２に示 した。 これ らの スタ ンダード は， ① 社
会研究 に求 め られる ６つ の学問 的視点 （内容 スタ
ンダ ード） と②共通 の方 法論 （方 法スタ ンダード）
の２領 域で構成 さ れる。 いず れにおい て も， ①歴
史学 ，社 会学， 地理学 ，政治 学， 経済学 ，法学 の
視点 に 由来 す る研究課 題 ＝見 方 ・考え方 と， ②資
料 の読 み取 り， 分析 ・ま とめ，表 現 のし方な ど の
技法 が，体系 的 に整理 さ れて い る。
ＯＨＣ で は， これ ら ７つ の スタ ンダードを， 匚歴
史」で は歴史 のみ，「‾公民 」で は政治 ・経済 のみ…
と分 断して学 ば せるこ と はしない。 あ くまで ７領
域を等 し く全 て の学 年 に配当 し， 学 際的 な研究 に
挑 戦 させ る。 なぜ な ら 匚市民 性 に係 わるあ らゆ る
現 実 世 界 の 出 来 事 は， 本 来 に お い て 全 体 論 的
(holistic) であ り， 多学 問的 だか ら」12）であ る。 こ
の点 を ＯＨＣ は以 下 のよ うに正当 化す る。
学際的カリキュラムは，一連の内容領域を横断する。
そうすることで，幾つ もの断面を統合する包括的な
生活問題(comprehensive life problems) の研究に，
または広範な内容領域(broad-based areas) の研究に，
焦点をあてることができる。 オハイオ社会科は， ６
つの内容スタンダードと１つの方法スタンダードで
組織された学際的なカリキュラムを提供することで，
K-12 のいずれの学年段階でも，７つ全てのスタンダー
ドが関わりを示している。 このアプロ ーチは， オハ
イオの生徒に，生涯の学習者になることはもちろん
のこと，民主主義社会の責 任ある能動的な参加者に
なることを準備したものである13）。
例え ば， 第 ７学年 で 厂シル クロ ード の交易 」を
テ ーマに授業 をつ くる と仮定 する。 する と， 少 な
くと も以 下 ３つ のス タンダ ードが関 係して くる。
ゆえ に教 師 は， こ こに示 唆さ れた課題 と内容 上 の
つ なが りを考 慮して， 指導 しな けれ ばな らな い と
い う。14）
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表１　オハイオ社会科のシークエンス
学 年と主 題お よび主 題説 明の 冒頭部 位置づ け
Ｋ
【時空 間に おける 子ども の場 所】
幼稚園時代は，学校の環境と生活リ
ズムに慣れるための時期である…
自己と社会
/
/
/
/
//
/
地
理
/
/
/
/
/
/
/
歴
史
//
/
/
/
/
/
/
公
民
１
【家族, その 今と昔, 近 くと遠 く】
第 １ 学年では，家族の構成員として
の個人に焦点をあてて，幼稚園で形
成された概念の発展をはかる…
近隣地域
２
【 いつし よに 働 ＜人 々】
第 ２学年では，仕事が全体を組縅ｨ匕
するテーマとなる…
共同体地域
３
【コ ミュニ ティ ー：過 去と 現在，
近く と遠く】
第 ３学年になると，地元のコミュニ
ティーが学習の拠点となる
郡市町地域
４
【オ ハイオ: その 過去 と位置 ，そ
の政府 】
第４学年では，オハイオ州が焦点と
なる。
州地域
５
【北ア メリカ の諸 地域 と人々 】
第５ 学年では，北アメリカ大陸の地
理に焦点をあてる。
国家地域
６
【世界 の諸地域 と 人々】
第 ６ 学年では，世界の諸地域の研究
に焦点をあてる。問題の中心は，歴
史的というよりは，むしろ地理的で
ある
国家群地域
７
【世 界研 究：紀 元前1000 年の古
代文明 から　1750年の第1 次グ
ル ーバル 時代 まで】
第フ学年では,４ヵ年かけた歴史的順
序に沿った研究を，古代世界から始
める
世界史Ｉ
(古代～
近代)
８
【合衆 国研 究:1607 年 の移 民か
ら1877 年の 米国再 建期 まで】
第 ８学年になると，歴史的順序は，
私たちの国の初期を深く研究する時
期に至る
自国史Ｉ
(植民～
建国)
９
【世界 研究:1750 年革 命期か ら
20 世 紀の 現代ま で】
第９ 学年は，世界史の年代史的研究
が継続する。
世界史n
(近代～
現代)
10
【合衆 国研 究:1877 年 の再建 期
後か ら20 世 紀の 現代ま で】
第10 学年は, 合衆国史の年代史的研
究を，国内問題に重点ｲﾋして発展さ
せるo
自国史 豆
(建国～
現代)
Ｈ
【 政治的 ・経 済的意 思決 定】
第11 学年は，合衆国の政治・経済の
深化した研究に焦点をあてる。
米国の時事
問題・政策
問題
12
【 市民性 への準 備】
第12 学年は，これまでの学年で生徒
が学習した知識・技能の応用をはか
る冠石として機能する。
問題の自己
選択・評価
Ohio Department of  Education, Academic Gのntent Standard,尺-72
Social Studies, Center for Curriculum and Assessment, ０伍ce of
Curriculum and Instruction, 2004, pp.9-12,より作成 。
＜ 社 会 の な か の 人 間 ＞
２ ． シ ル ク ロ ー ド 交 易 と 十 字 軍 が ， 関 係 し た 人 々 の
文 化 に 与 え た 影 響 を 説 明 さ せ る 。
＜ 地 理 ＞
５ ．場 所 相 互 間 の ヒ ト ・ モ ノ ・ 情 報 の 伝 播 を 促 進 さ
せ る ， お る い は 阻 害 す る 地 理 的 要 因 と 過 程 を
記 述 さ せ る 。 例 え ば ，ａ 自 然 的 特 徴 ，ｂ 文 化 ， Ｃ
戦 争 ， ｄ 交 易 ， ｅ 科 学 技 術 の 革 新
表２ オハイオ社会科のスコープ (スタンダード) 一第６学年の場合 一
歴史
社会 のなか
の人 間
地理 経済 政治
市民の権 利
と責任
社会研究の技能
と方法
【年代順】
1.一巡の事件の
多階層的な年
表を樹成する。
また事件相互
の関係を解釈
する。
2. B.C., AD.,
B.C.E., C.E.の
慣習的表現を
用いて，年表中
に（各割牛の）
年代を順序正
しく配置する。
【古代文明】
3. 次の点を含め
て，旧石器時代
から農業革命
までの古代に
おける人類の
文化的発展を
記;韭する。
ａ狩猟と採集，
ｂ道具の作成
ｃ火の利用，ｄ
植物や勁物の
飼育,ｅ組ぬ妁
な社会,ｆ統治
4. BC1000年，チ
グリス・ューフ
ラテス（メソポ
クミア）・ナイ
ル （ エ ジプ
ト）・黄河・イ
ンダス川流域
で栄えた河川
文 明 の 地 理
的･ 政洋泊勺･経
瀞い 社会自刎寺
徴を，以下の点
を含めて比較
する。
ａ 位置,ｂ 政
治,ｃ 宗教,ｄ
農業，ｅ　文化
的科学的な貢
献
【 最 初の グ 囗
－バルイヒ時代】
5.マヤ･インカ・
アステカ・ミシ
シツピの各文
明の物效を，以
下の点を含め
て比較する。
ａｲ 立皿ｂ 政
治,ｃ 宗教,ｄ
農業，ｅ　文化
的科学的な貢
献
【文化】
1.ある社会にお
ける文化的実
践と生湟物を，
以下の点を含
めて比鮫する。
ａ 階級構造,ｂ
性的 役割，ｃ
信仰，ｄ　習慣
と伝統
2.以下のものを
含む世界の宗
教と信仰のシ
ステムについ
て，地E里的な起
虱 創設の指導
者, 教育に焦点
を当てて，比載
する。
ａ 仏教,ｂ キ
リスト 教，ｃ
ユダヤ教，ｄ
ヒンズー教，ｅ
イスラム教
【相互作用】
3.国家間の対立
【位置】
1. 位匠する大陸の中の
国，都市，砂凰 山脈，
水系の場所を石勍 めヽる。
2. 緯度・経度の座標軸を
用いて,世界地図上にお
ける場所の位置を指し
示す。
【場所と地域】
3.以下のものを含む経済
活動の分布パターンを
説明する。またそれらの
パターンに科学技術,輸
送･藤言，資源の変化力i
どのような影響を与え
ているかを説明する。
ａ 農業,ｂ 鉱業,ｃ 漁
業，ｄ 製造業
4.地域を規定する特徴自勺
なパターンを示した地
図，図・グラフを分析す
ることで，様々な自然・
人文地域を見出し,記述
するo
【人間と環境の相互作
用】
5.人間の居住地と行動
は 様々な場所･地域の
羣窗妁要因と営力から，
どのような彫響を受け
ている力を 記述する。
ａ 水系,ｂ 地形,ｃ 気
候，ｄ 植生，ｅ 天候，
ｆ 地震活動
6.人間の移民は，場所の
自然釣･人文的特徴にど
のような影響を与えて
きたかを,以下の点を含
めて記述する。
ａ 都市化，ｂ 砂漠化，
ｃ 森網戈採
7. 人間力苓歐に依存し改
変してゆく方法と，改変
がもたらす肯定的･否定
的な結果を,以下の点を
含めて記述する。
ａダム建設，ｂ こJニネル
ギー生産と消費，ｃ 農
芙 ｄ 都市の成長
【移動】
8.人間をある場所から別
の場所へ移動させるプ
ッシュ・プル要因を，以
下の点を含めて説明す
るo
a 弾圧と解放,ｂ 貧困
と経済的機会，Ｃ 文化
的バイアス，ｄ 政治自勺
対立 ｅ 環境要因
9. 天然資源の不均等な
分布を含めて,世界貿易
の主たる地理的原因を
認識し，説明するo
【希 少 性と 資
源の分配】
1.生産資源と企
業活動の利用
しやすさが,世
界の多様な諸
地域の財とサ
－ビスの生産
にどのような
影響を与えて
いるかを説明
するo
2. ほとんどの決
定にはトレー
ド･ オフが含ま
れることを説
明するととも
に その事例を
提示する。
【市場】
3.貿易は 個人･
地域･国家が最
小の機会費用
で生産できる
ものに特化す
るとき成立す
るのはなぜか，
またこの現象
はどのように
して生産と消
費を増加させ
る要因となる
のかを説明す
る。
4. 輸出入されて
いる財とサー
ビスを認識す
るとともに こ
の貿易がどの
ようにして国
家間の相互依
存を生み出し
ているかを説
明する。
5.蓊=要と供貽は
いかにして財
とサービスの
市場交換価格
を決定するの
か, また価格に
は, 財と蝌- ビ
スの相対的な
希少性がどの
ように反映し
ているかを記
述する。
【政府と経済】
6.私的部門と公
的部門で生産
されている典
型的な財とサ
－ビスを区別
する。
【政府の役割】
1.政府が剔出さ
れる理由を，以
下の点から説
明する。
ａ 生命，自由，
財産の保護，ｂ
個人が自分自
身では提供で
きないサービ
スの提供
2.世界は,領上へ
の主権を主張
する国々にど
のように分割
されているか，
また各国は 都
市や町を含む
州・県にどのよ
うに分割され
ているかを記
述する。
3.国家の相互作
用のおり方を，
以下の点を含
めて説明する。
ａ 外交，ｂ 条
約，Ｃ国際会議
と国際交流 屆
連など)，ｄ 罩
事対立
【改 台の役割】
4.民主主瘋 迴虍
【参加】
1.市民が政治過
程に参力囗し影
萼を行使する
機会が，そこの
政治システ ム
に応じてどの
ように異なる
かを説明する。
【権利と責任】
2.様々な政治シ
ステムの下で
生活している
市民の権利 と
責任を比較す
る。
【情報の 収集】
1. 以 下のものを
含 む多 様な 資
抖を活用して，
重 要な 言葉 の
意 味を 明ら か
にする。また研
究プ ロ ジェ ク
ト のた め の情
報を収集する。
ａ 年鑑 ，ｂ 新
聞，ｃ 貿 易統
計，ｄ 雑誌，ｅ
ビデ オテープ，
ｆ電子偕報
【思考と構造化】
2. 一次資料 と二
次資料 か ら得
られ る情 報を
分析し，内容を
要約 する と と
もに う 狡化を
f詰 りヽ，結論を
導くo
3. 要旨や図解を
活用して，情報
を構造化する。
4. 絵 グラフや 棒
グラフ，線グラ
フ，円グラフ，
表お よび フ ロ
－ チャ ート を
読み取り，角禪呎
するo
【情報の 劑 言】
5. 文献 リストを
含 めた 研究 プ
ロジ ェ クト を
完成させる。
6. あ る論点につ
いて，口頭また
は 筆記 で 立場
を表明する。ま
た謳拠を示し，
自分の 立場 を
灑 塵する。
【問題 解決】
7. 効率的に作業
をおこない，グ
ル ープ の 目標
を達成する。例
えにも
ａ 能動 的に話
を聞く，ｂ 建設
的 な態 度 で返
答する，ｃ ｸﾞｼﾚ
ｰ ﾌﾟ の 目標定
立乞 支援する，
ｄ グルー プ内
で様 々な 役割
を引き受ける，
ｅ 他者の( 目標
への) 貢献を理
解する
と協力を促進
する諸要因を
説明する。
a Wig,  b 宗
教，ｃ 政治形
態，ｄ 歴史的
関係，ｅ 経済
的利益 制，独裁制を定
義づける特徴
を記嶝す｀る。
Ohio Department  of Educalioa A。由77たら 心'iitStcDidcQ-d, K-12 旅 心/洫 血 夕■, Center for Cui㎡culum  and AssessmenねOffice of Curriculum and Instruction, 2004,
pp. 140-1緘 より作絨。 太字 下線 部は 第 ６学年の 授業 モデシレ「み んなで いっ しょ にやろ うーア ジア の対立 と協乂卜 」 の到達 日胝
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＜経済＞
２
．アジア，アフリカ，ヨーロッパにおける都市の
成長と交易ルートの確立
，交易ルート沿いに
広まった生産物や発明品（例えば，香辛料。
織物
，紙，貴金属，新作物など）ならびに商
人の役割について記述させる
すなわち
，社会の成り立ちは，特定の視点から
のみアプロ
チーしていても良く分からない。はじ
めは１つの視点から迫っていても
，その原因や影
響を突き詰めてゆくと
，おのずと隣接する他の視
点に及んでくる
。これらの視点を総合的に駆使す
ることで
，対象の本質をより深く解明できる。
基本的には
，社会を大きく俯瞰し，鋭く議論す
るための匚６つの目」と∩つの手」を，各学年
のねらいに応じて軽重をつけながら
，育成しよう
としていると解される。
２　科目・学年別にみる「政治的見方・考え方」
の指導
匚協働論」に基づくカリキュラムを具体化しよ
うとすると
，どのような単元指導になるのだろう
か
。オハイオ州の教育省は，ホー ムペー ジで
ＯＨＣに準拠した授業モデルを紹介している几
各学年に10前後のモデルが示されている
。
本稿では
，図２に示すように，地理領域の第６
学年
，歴史領域の第９学年，公民領域の第11学年
に焦点化して
，各学年の授業モデルを抽出した。
授業モデルのタイトルは
，目標としているスタン
ダードの下に位置づけ，対応関係が直観的に分か
るように表している。
全般的な傾向として指摘できるのは
，①特定の
スタンダ
ドーの指導を意図した授業と，②複数の
スタンダ
ドーを射程に入れた授業が混在し，数の
点では①が②を上回っている点てある
。原理的に
は②が多数を占めることが期待されるが
，実際に
は①が多い
。教育省としては，まずは各スタンダー
ドに準拠した指導をシンプルに示そうとした
，あ
るいは
，たとえ１つのスタンダードに準拠した授
業でも
，それを年間課程に連続して配置すれば学
際的な社会研究に発展する，このように考えてい
ると解される。
以下では匚問題の所在」を受けて, OHCにお
ける統治機構の指導に注目する
。地理・歴史・公
民の協働で展開される厂政治的見方・考え方」の
指導を
，３領域の授業モデルに即して検討したい。
（1）第６学年「世界地理」の場合
第６学年では
，授業モデル匚みんなでいっしょ
にやろうーアジアの対立と協力－」（全３時間）
を取り上げる已本授業は
，図２の矢印が示すよ
うに
，アジア諸国に見る対立と協力の原因を，主
に政治と社会の各視点から解釈させようとしたも
のである。
第１時は
，政治体制の理論研究。授業は，対立
と協力の原因を子どもの日常生活を手がかりにし
て（友人関係などから）推測させるところに始ま
る
。すなわち，似たものどおしは仲良くなれるが，
違いが多いと喧嘩をまねく
，という社会的関係を
仮説的に構築させている
。展開部では，政治体制
を匚民主制
」匚君主制匚独裁制」の３つの概念に
分類し
，それぞれの意味を把握させる。最後に，
各類型に対応する国名を挙げるとともに
，そこで
見られる政治的特徴を箇条書きさせている
。
第２時は
，国際関係の事例研究。子どもには，
一人１枚，アジアの10ヶ国（イスラエル・イラク・
インド・中国・日本・カザフスタン・ミャンマー・
北朝鮮・韓国・フィリピン）の地理，政治，言語，
経済
，宗教および歴史的背景が記された情報カー
ドを渡す
。子どもには手持ちのカードと友人のカー
ドを見比べるように指示し
，状況が似ている国と
異なる国を把握させる
。あわせて，自分の担当国
と対立しそう国と協力できそうな国を見つけさせ
る
。とくに対立しそうな国については，当該の生
徒を赤い糸で
，協力できそうな国については，当
該の生徒を青い糸で結びつけていく
。いわばクラ
ス規模でおこなう匚あやとり」である。最終的に
は
，赤と青の糸で縁取られた国家間のネットワー
クを眺めさせ
，学習成果をメタ認知させる。例え
ば
，北朝鮮（独裁制）と周辺諸国の間には，赤
（独裁制の中国）と青（民主制の日本・韓国）の
双方の糸が稠密に広がる
。イスラエル（民主制）
と周辺諸国の間にも
，政治はもちろん宗教・歴史
的関係も相まって
，赤青，複雑な網が伸びるだろ
う
。情報の少ない地域は，いずれの糸も見られな
い空白地帯になっているかもしれない
。
第３時は
，事例研究のまとめ。ワークシートを
用いて学習を振り返り，２国間の匚対立」と匚協
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力」の原因を推論し，さらにはその結果を一般化
させている。
このように本授業モデルは，アジア地域で諸国
＜第６学年の授業モデル＞
＜第９学年の授業モデル＞
＜第12学年の授業モデル＞
が対立・協力している理由を，複数の視点，なか
でも政治的な視点から解釈できることをめざす
。
また事例研究を積み重ねてゆく過程で，10地域の
図２　オハイオ社会科の授業モデルと到達目標の関係
一　四角の中の［　］は授業モデルのタイトル。（　）は同授業モデルが目標としているスタンダードの略称O
・（歴）は「歴史」，（社）は「社会のなかの人間」，（地）は「地理」，（経）は「経済」，（政）は「政治」，（市）は「市民の権利と責任」，（技）は「社会研究の技能と方法」の各スタンダードを略したものである。
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個別事情が理解されるとともに
，政治体制の違い
は国家間の対立をもたらす
一方で，類似は協力を
後押しする
，ただし歴史的な関係次第では対立と
協力のどちらにも転がりうる
，このような傾向性
が理解されるようにもなっている
。
（2）第９年生「世界史」の場合
第９学年では
，授業モデル厂政治と権力」（全６
時間）を取り上げたい几本授業は
，近現代史の
事実にもとづいて
，政治体制の違いを説明する概
念を探求させようとしたものである
。
第１時は
，小単元全体の導入。子どもには，イ
ギリスとの独立戦争に敗れて君主制国家に引き戻
されたアメリカ
，ならびに第二次世界大戦で枢軸
国に敗れて独裁制国家に転換したアメリカ
，これ
ら２つの事態を想起させる
。このような状況を仮
説的に推論させることで
，現在の民主制とは異な
る君主制・独裁制の仕組みとそれが社会生活に及
ぼす影響をイメ
ジーさせている。
第２時から第４時は
，６つの政治体制（絶対君
主制
・立憲君主制・議会制民主主義・大統領制民
主主義
・独裁制・神聖政治）についての調べ学習
である
。子どもには，６つの体制の匚目的」厂構
造
」匚機能」を割り当て，意味を追求させるとと
もに
，各体制に合致する過去と現在の事例を見つ
けさせる
。例えば，ルイ16世の統治，ナポレオン
Ⅲ世の帝政
，19世紀イギリスの議会政治，ドイツ
の第三帝国
，リンカーンの政治，エカチェリーナ
２世の啓蒙政治
，チャーチルの戦争指導など，子
どもは本やウェブで必要な歴史的事実を収集し
，
分析して
，成果を発表する。同時に他者の発表を
聞きながら
，未知の知識を押さえる。子どもはワー
クシ
トーに残されたメモを比較検討しながら，６
つの体制の類似点と相違点を導くとともに
，匚（古
今東西を問わず）人々はどうして政治を必要とす
るのか
」の理由に迫ってゆく。最終的には，政府
とは「（所与ではなく）人間が創出したもの」に
他ならず
，政治 匚命令を発し，安定を維持し，
一般福祉の向上」を目指しているとの見方を引き
出している。
第５時と第６時は
，調べ学習の成果の表現活動
である
。子どもは，作文，パワーポイントでのプ
レゼン，寸劇，いずれかの方法で各体制の関係を
再度整理し
，権力の由来とその行使の原則をまと
めるように要求されるＯ
このように本授業モデルは, 1750年代から20世
紀の歴史事象を縦横無尽に拾い上げ
，比較しなが
ら
，政治体制に関する一般理論を構築させる。あ
わせて
，世界に民主的な体制が確立，拡大してゆ
く趨勢を捉えさせる授業が提案されている
。
（3）第11学年「公民」の場合
第11学年では
，授業モデル匚アメリカ民主主義
を守る
」（全５時間）を検討したい气本授業は，
9
・11事件をきっかけに制定された匚米国愛国者
法（反テロ法）
」の意義と課題を，アメリカ政治
の理念および民主主義の原則に照らして評価させようとするものである。
第１時から第２時は
，基本的知識の確認。子ど
もには
，既有の知識にもとづいてアメリカ民主主
義の特色と個人の権利や責任について発表させる
。
教師は
，それを受けて憲法の修正条項（権利章典）
の規定を概説するとともに
，愛国者法の条文を示
す
。さらには，憲法愛国者法との齟齬，あるい
は愛国者法が追求している公共善の中味を問い
，
自分なりの見解をつくらせている
。
第３時から第４時は
，基礎的知識を活用した討
論学習である
。匚米国愛国者法」に賛成（アメリ
カ民主主義を守れ）と反対（市民の自由を侵害し
ているぞ）
，そぞれの立場からディベートさせ
る
。賛成派の子どもは，自由な社会を守るべき，
国家の安全が守られてこそ個人の権利も確保され
る
，などを根拠に立論することになるだろう。一
方反対派に回った子どもは
，国家の安全に対する
人権の優先を盾に
，無制限な家宅捜査や電話・電
子メ
ルーの傍受を認める愛国者法は，修正条項の
第１条（言論の自由）
，第４条（不合理な捜索の
禁止）
，第５条（正当な手続き），６条（升q事上の
人権）に反すると主張することになる
。
第５時は
，討論学習の振り返りである。ここで
は
，先の討論における各自の賛否はいっさい問わ
れない
。子ども一人ひとりに，修正条項に投影さ
れた民主主義の考え方を
，再度つぶさに省察させ
る
。おわりに，愛国者法の制定は私たちの生活に
どういう影響を与えているか
，それは民主主義の
理念との関わりでどのように評価できるかについ
－28－
て
，レポートをまとめさせている。
すなわち
，本授業モデルは，現代米国の社会的
課題
，とくに人々の思想・表現・身体の「‾自由」
の制限に注目させる
。愛国者法の正当性をめぐる
議論を通して
，政府の政策と行動を評価する規準
をつくり
，米国政治のあり方を自分なりに考えさ
せる授業といえるだろう。
３　社会科における地理･歴史･公民の教育的機能
以上３つの事例は
，いずれもスタンダード厂政
治」に焦点,化して開発された授業モデル。したがっ
て
，匚政治システムの目的・構造・過程に関する
知識を活用」し，政治なるものを匚人間が剔出す
るとともに
，秩序を与え，安定を維持し，一般福
祉を増進させる権威と権力の構造」19）として理解
させている点て共通する
。しかし，このねらいを
達成する方法には
，大きくは２つ，緇かくは３つ
のアプロ
チーが認められた。
第１に
，地理と歴史における間接的アプローチ
である
。匚みんなでいっしょにやろう」と匚政治
と権力」では，民主制・君主制・独裁制などの政
治体制の具体的な事実と類型に係わる理論を把握
させようとする
。この目標に向けて，世界地理で
は中国
・北朝鮮から日本・インドまで体制を異に
する諳地域を網羅しながら
，それら異同を巧みに
比較
，分類させてゆく。この作業を通じて，アジ
アの諸制度の類似性と差異哇を浮かび上がらせて
いた
。一方，世界史では，18世紀ら20世紀にか
けての体制変革を大観させるとともに
，鍵概念を
投げかけながら
，近代に確立する代表的な政治の
仕組みを把握させていた
。すなわち，地理と歴史
の指導は
，子どもが今生きるアメリカの体制を相
対化したり（地理）
，その特質を捉える理論体系
を探求させる（歴史）ための
，間接的な米国政治
研究の場とな
っているわけである。
第２に
，公民における直接アプローチである。
匚アメリカ民主主義を守る
」では，自国の政治体
制が直面する論点
・争点を取り上げ，その妥当性
を評価させる
。これは，現代のアメリカを外から
第三者的に眺めるのではない
，当事者の切実な課
題に根ざした内なる追求活動に他ならない
。すな
わち
，子どもを取り巻くシステムと日常生活が乖
離しないように，「‾問題issues」を接点に両者の
架け橋づくりを支援する直接的な米国政治研究に
なっている
。公民の学習は，地理・歴史の学習を
引き継いで
，社会の形成者に必須な知識の形成に，
深く本格的にコミットする使命を帯びている。
IV　おわりに
１　どこでも：総合的な社会研究
以上の考察から明らかなように, OHCに代表
される匚協働論」に立脚したカリキュラムは，
縄張り争いがない
。市民性育成に欠かせない政治・
経済の仕組みの学習を公民にばかり押しつけるこ
となく
，地理でも歴史でも扱える（扱わなれば
ならない）構成になっていた
。７つのスタンダー
ドを
一体的に運用し，社会科を総合的な社会研究
として立ち上げるところに, OHCの真骨頂かお
る。
一方，我が国の「分業論」にもとづくカリキュ
ラムでは
，分野によって取り上げる対象や捉え方
が峻別される
。とくに地理では厂地理的見方や考
え方」の理念が全体を規定しているので，地誌と
いえども間口は狭い
。具体的には匚諸事象を位置
や空間的な広がりとのかかわり
」で捉え，「‾環境
条件や人間の営みなどと関連づけて考察
」20）する
ことが要求されているので
，おのずと指導内容は
地域の自然と産業・文化の分布
，人やモノの結び
つきの学習に限定されてしまう
。
２　いつでも：螺旋的な社会研究
厂協働論
」に立脚したカリキュラムでは，学年
段階に沿って内容が緩やかに連続的に発展してゆ
く
。初等段階で政治学の素養を鍛えることなく，
いきなり中等段階で高度な概念を教えることはし
ない
。 ＯＨＣの例も分かるように，学年で取り
上げる事象を変えながら
，繰り返し類似する概念
（政治体制の類型など）を活用・探求・発展させ
る螺旋的な指導が展開されていた
。
一方，我が国の匚分業論」カリキュラムは一発
勝負
。政治的，経済的，社会的見方・考え方の形
成に関して
，あらかじめ地理（や歴史）の指導で
十分な伏線を張っておくわけではない
。公民では，
子どもにとってなじみの薄い抽象概念を
，助走期
間もなくいきなり指導することになるので
，学習
のハードルはおのずと高くなってゆく。
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３　異なる方法で：間接・直接の社会研究
本稿の冒頭で示したように
，我が国のカリキュ
ラムは
，市民性育成の機会を匚たらい回し」匚後
回し
」にする嫌いがあった。しかし匚協働論」に
立脚したカリキュラムでは
，基本的にそれは起こ
りえない
。誤解を恐れず単純化すると，同じ政治
制度について
，学年・領域の壁を越えて，どこで
も／いつでも指導することが求められた
。その際，
子どもと帰属集団との関わり方を
，時空間をクッ
ションにして間接的に学ぶのが地理と歴史
。直接
的に対峙し
，究明させるのが公民。すなわち，両
者には
，社会研究の場を匚奪い合い」匚繰り返す」
競合的で補完的な関係が構築されていた
。
本稿の主題匚地理教育改革のオルタナティブ」
は
，理論転換をともなう３つの選択肢：　匚分業論」
→厂専業論」→厂協働論」において説明できる。
序章で投げかけた課題も
，①分業論から専業論へ，
②さらには専業論から協働論へ
，カリキュラムを
再編することで解決できる
。もちろんそれには，
①公民教育の抜本改革はもちろん
，②地理・歴史
教育のアイデンティティの縮減も覚悟しなくては
ならない
。この一連の変革をどこまで受容できる
か
，進展させたいかが，一人ひとりの実践家・研
究者の問題意識を計る試金石となるだろう
。
実際のところ
，授業レベルでは，既に「‾分業論」
にとらわれない多様な試みが行われている21）
。問
題は
，こらの貴重 ，依然として旧来の
枠内に閉じ込められていること
。「‾新しい酒は新
しい革袋に」の格言にあるように，優れた授業は，
それに相応しいカリキュラムで実践されてこそ
，
効果を発揮できるのである。
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